
授業で「ニート、フリーター、ワーキングプアなど、労働関連の事柄について調べなさい」というレポートが出たら、皆さんはまず何を調べますか？こんな時に使える便利なツールを紹介します。
※ここで紹介するデータベースやWebサイトは、情報メディアセンターホームページの「データベース一覧」（http://xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx）から接続できます。

	１
	キーワードとその意味を調べよう！


さまざまな検索の際に利用するキーワードの例です。


　　　労働問題、労働法、派遣、人材派遣（業）、パートタイム、ニート、フリーター、　

女性労働、婦人労働、ワーキングプア、雇用、労働経済、失業、リストラ　など
言葉の意味がわからない、関連用語を調べたい場合は、冊子体の辞書やオンラインDBで調べましょう。
①データベースで調べる

・日国オンライン　学内のみ

50万項目、100万用例を収録したわが国最大級の国語辞典である「日本国語大辞典」の検索。
・Japan Knowledge　学内のみ
『日本大百科全書』『現代用語の基礎知識』などの辞典・辞書類のほか、20以上のコンテンツの検索。 
2 辞書で調べる
・『imidas』集英社（1階グローバルルーム・語学辞典書架　813.7∥Ｓ）
	２
	参考図書で調べよう！


　参考図書では、統計や法令などのデータを調べることができます。
・『労働法全書』労務行政（2階参考書架 366.14∥R）
・『日本労働年鑑』労働旬報社（2階白書・年鑑書架 366∥H）
・『国際労働経済統計年鑑』日本ILO協会（2階参考書架 366∥K）
・『活用労働統計 : 賃金交渉の指標 : 生産性・賃金・物価関連統計』

日本生産性本部生産性労働資料センター（2階参考書架 366∥N）
・『データブック国際労働比較』労働政策研究・研修機構（2階参考書架 366∥N）
・『労働統計年報』労働法令協会（2階参考書架 366∥N）
・『労働力調査年報』日本統計協会（2階参考書架 366.21∥S）
	３
	図書を探してみよう！


以下のWebサイトで、どんな図書があるか検索してみましょう。
・嘉蔵（よしぞう）（http://xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx）
　　図書館にある図書を調べることができます。
・NDL-OPAC(国立国会図書館蔵書検索）（http://opac.ndl.go.jp/）
日本で発行されている図書を検索できます。

・NACSIS-Webcat PLUS　（http://webcatplus.nii.ac.jp/）
1986年以降の発行図書は目次情報等も収録。他大学の図書館所蔵情報にリンクしているので、複写依頼や実際に他大学へ見に行く時にとても便利。

	4
	新聞・雑誌も見てみよう！


最新のニュースや動向は、新聞・雑誌で調べましょう。

①新聞

・日経テレコン21学内のみ
日経四紙（日経、日経金融、日経産業、日経流通）の検索が可能。

②雑誌

・MAGAZINE PLUS学内のみ
学術雑誌、一般雑誌(週刊誌、娯楽誌等）、紀要、学会年報の検索が可能。

・CiNii（NII論文情報ナビゲータ）（http://ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#）

学術雑誌・研究紀要などの雑誌論文を検索。抄録や本文があるものはリンクしており、内容を知るこ　　

とが可能。
●本学で所蔵している労働関連雑誌●

	雑誌名
	出版社
	所蔵年次

	季刊労働法
	労働法学研究所
	2001-

	世界の労働
	國際勞働局東京支局
	2002-

	賃金と社会保障
	労働旬報社
	2002-

	日本労働研究雑誌
	日本労働研究機構
	2002-

	労政時報
	勞務行政研究所
	2005-

	労働法律旬報
	近代評論社
	2001-


※これらの雑誌は、図書館1階・グローバルルーム雑誌架にあります。
	５
	インターネットで調べよう！


以下のWebサイトで、労働関連の情報を知ることができます。
・厚生労働省 （http://www.mhlw.go.jp/）
労働・雇用・労働政策などの行政情報が掲載。法令などの検索も可能。
・労働政策研究・研修機構（http://www.jil.go.jp/）
労働統計や判例集のデータベース、海外の労働情報などを掲載。
・労務安全情報センター（http://labor.tank.jp/）
労働条件、労働基準、労働問題などに関連する総合サイト。
(2007/07/19)
情報ナビ -分野別文献案内-⑫


労働情報を調べよう


企業・業界情報の探し方（日本編）











